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axis of flow void；MMAFV）、術者間、術者数、手術時間、GnRH agonistの使用の有無と
した。筋腫の大きさやMMAFVは術前MRIのT2強調像を用い測定した。すべての手術は日
本産科婦人科内視鏡学会技術認定医が施行した。MRIは1.5-T装置と3.0-T装置を用いた。統
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